
平成２３年度

教育目標・経営方針・努力点
館林市立第三中学校

１ 学校の教育目標・目指す生徒像

２ 経営方針
「生徒にとって楽しい学校、教師にとってやりがいのある学校、保護者や地域の方々から信頼される学

校」を目指し、全職員が心を一つにして日々の教育活動に力を注ぎ、学校・家庭・地域社会が一体となっ
た魅力ある学校づくり を推進する。
（１） 信頼感と心の居場所のある学校 を目指す。

生徒にとって楽しく、充実感に満ちた学校生活を実現させる。そのために、教職員と生徒の心の
ふれあいを重視した心の居場所のある学校づくりを推進するとともに、相手を思いやる広い心と豊
かな心をもった生徒を育成する。

（２） 活力ある学校 を目指す。
教師としての情熱と教育愛、使命感をもち、自らの個性と創造性を発揮するとともに、一体感と

活力ある学校づくりに努める。
（３） 学ぶ喜びのある学校 を目指す。

生徒一人一人が学ぶ喜びを味わうことができるように、個に応じた学習指導を充実し、生徒が自
ら学び、基礎学力・基礎体力を確実に身に付けることができるようにする。

（４） 内外に開かれた魅力ある学校 を目指す。
家庭・地域との連携を強化し、生徒一人一人の基本的な生活習慣・学習習慣の確立をめざした取

組を充実させ、期待と信頼に応える内外に開かれた魅力ある学校づくりを目指す。
（５）安心・安全な学校 を目指す。

地震・火災及び不審者などに対する避難・防犯訓練を確実に実施し、危機管理意識とともに、その
対応策を定期的に見直し、日常における安心・安全な学校づくりを図る。

３ 本年度の努力点
（１）共に学び、共に生き、共に高めあえる学年・学級経営の推進→人事評価（目標管理）の工夫

→学校評価との関連を図った取組の実践
（２）「確かな学力」向上を目指した校内研修による授業改善→「『確かな学力』･･･36 の方策」の実践

→国・数・英を中心とした「読み・書き・計算力」の向上
（３）問題行動の予知・回避・対応の工夫・再発防止にむけた生徒指導態勢→ホウ・レン・ソウの徹底
（４）計画的な進路指導の工夫→将来の夢や生き方を育むキャリア教育の推進
（５）生徒会・委員会活動の活性化→生徒の生徒による生徒のための活動の活性化
（６）師弟同行による「あいさつ・清掃・遅刻なし＆身だしなみ」の徹底

→ﾙｰﾙﾌﾞｯｸ50の活用、みんなで､毎日､ずっと
（７）地域の教育力の活用と家庭・地域との連携強化→学校評価の充実、評価結果の確実な公表
（８）通級教室（さみどり学級）における生徒支援態勢及び教育相談の充実→ｱｻｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの推進
（９）安心・安全な学校 づくり→非常事態発生マニュアルの再検討と避難・防犯訓練の見直し･改善

広く豊かな心をもつ

豊かな心をもち、主体的でよりよい生活
のできる生徒

心身を鍛え、健康
的で積極的に行動
できる生徒

自ら進んで取り組み、考え、正
しい判断のできる生徒
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教 育 目 標

心身を鍛える 自ら学ぶ


